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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1986年救命救急部として発足以来、　7年間
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に経験した肝損傷例を対象に、日本外傷研究会の高脂血症治療薬であるベザフィブラート服用後
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　肝損傷形態分類、治療、予後について検討を行っ筋肉痛や全身倦怠感とともに筋逸脱酵素の異常上　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たので報告する。昇をきたし，服用中止によってほどなく軽快した，　対象は来院時の腹部超音波、CT、或いは手術
維持透析中および保存期慢性腎不全症例を経験し　により損傷が確認できた鈍的損傷33例、毒血損
たので報告する．　　　　　　　　　　　　　　　傷7例の計40例である。日本外傷研究会の肝損
　症例1＝37才男性．眼科医．慢性腎炎による慢性　傷分類に従いそれらの損傷形態を分類すると・1
腎不全にて維持透析中，自己判断にてベザフイブ　a型3例・Ib型24例・II型5例・III　a型4例・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　IIIb型4例で、翻心lb型損傷がもっとも多く、ラート400㎎／日を非透析日に計6回服用したと　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　刺創はII型全5例とIII　a型2例の計7例であった。ころ，全身倦怠感，背筋痛が出現した・症例2：66　ショック症状を呈したものは15例あった。合併
才女性慢性腎不全，高血圧症，高脂血症にて外　損傷では肋骨骨折、血気胸がもっとも多く21例
来通院中，ベザフィプラート400㎎／日を投与し　に見られ、次いで9例に骨盤骨折が見られた。診
たところ，14日目より両下肢筋痛，43日目より全　創例では1例に横隔膜損傷が合併したが他6例は
身倦怠感が出現．54日目に全身倦怠感強度となり　肝の単独損傷であった・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　損傷形態別の治療と予後は、　1型全例およびIII入院した．症例1，2ともに血液生化学検査にて筋　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　a型の一例が保存的治療で軽快し、肝損傷による逸脱酵素の異常上昇を認めた．ベザフィブラート　死亡例はなく、予後良好であった。尚、Ib型で
服用中止により自覚症状消失し，筋逸脱酵素も正　は早期にA－Pシャントや血腫増大をきたした例
常化した．ベザフィプラート服用とその後の臨床　が3例あったが、膿瘍化やbilo皿aなどの遅発性合
経過より同剤服用による横紋筋融解症と診断した．併症はみられなかった・一方・II型・III型には手
［考案ならびに結語］本邦におけるベザフィブラ
ート服用による横紋筋融解症12例中9例は透析療
法下の症例で，他も慢性腎不全ないし腎機能低下
の症例であった．また発症までの総投薬量は判明
しているものでは2000～13200㎎で，我々の症例
では症例1が2400㎎，症例2が22000㎎であった．
さらに服薬開始より9～21日で発症しているが，
服薬中止により比較的早期に軽快している．本剤
による横紋筋融解症の発症機序については未だ明
らかだはないが，本剤が腎排泄性の薬剤であるこ
とから，腎不全患者では血中濃度の急激な上昇が
筋細胞膜を障害することが第一一に考えられる．加
えて透析患者においては透析毎にドライウェイト
まで除水することにより，いわば脱水状態を形成
することも本症の発症に影響しているのではない
かと推定された．以上より腎不全患者の高脂血症
治療薬として本剤の使用は禁忌であると考えられ
る．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（17）
術を行っており、II型（すべて刺創例）は全例生
存したのに対し、全て鈍的損傷のIII　b型は大量出
血或いは重篤な合併損傷のため全例死亡した。
　考察　肝損傷では受傷機序、損傷形態は重症度
に影響を及ぼし、日本外傷研究会の分類は治療法
選択、予後の推定に有用であると思われた。
III　b型（特に脈管損傷をともなうタイプ）での救
命率改善には、開腹前からの肝及び合併損傷から
の出血をコントロールすることがもっとも重要と
考える。
